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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】払拭体を本体から使用中離脱しにくくして使用
勝手を向上させたハンディモップを提供する。
【解決手段】ハンディモップＨは、回動部材１４の本体
１１の取付部位は、第１の棒状部材１２の本体１１の取
付部位と第２の棒状部材１３の本体１１の取付部位との
間に位置し、受入口に第１の棒状部材１２と第２の棒状
部材１３を入れた状態で、回動部材１４を第１の棒状部
材１２と第２の棒状部材１３の間に向かって回動させ、
第１の張り出し部材１５と第２の張り出し部材１６によ
り、受入部の部材１ａ１を介して第１の棒状部材１２と
第２の棒状部材１３の間を押し広げ、第１の張り出し部
材１５と第１の棒状部材１２、第２の張り出し部材１６
と第２の棒状部材１３により、それぞれ受入部の部材１
ａ１を挟持させて、払拭体１を第１の棒状部材１２及び
第２の棒状部材１３に保持させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　塵や埃等の汚れを拭き取るための払拭体と、
　　手で握る握り部を有する本体と、
　　この本体に設けられる棒状の第１の棒状部材と、
　　この第１の棒状部材に間隔を有して沿うと共に、前記本体に設けられる棒状の第２の
棒状部材と、
　　前記払拭体に設けられ、前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の差し込みを受け
れる受入口を有する受入部と、
　　前記本体に回動自在に支持される回動部材と、
　　この回動部材に設けられ、前記回動部材の前記第１の棒状部材の側に張り出す第１の
張り出し部材と、
　　前記回動部材に設けられ、前記回動部材の前記第２の棒状部材の側に張り出す第２の
張り出し部材とを有し、
　　前記回動部材の前記本体の取付部位は、前記第１の棒状部材の前記本体の取付部位と
前記第２の棒状部材の前記本体の取付部位との間に位置し、
　　前記受入口に前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材を入れた状態で、前記回動部
材を前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間に向かって回動させ、前記第１の張り
出し部材と前記第２の張り出し部材により、前記受入部の部材を介して前記第１の棒状部
材と前記第２の棒状部材の間を押し広げ、前記第１の張り出し部材と前記第１の棒状部材
、前記第２の張り出し部材と前記第２の棒状部材により、それぞれ前記受入部の部材を挟
持させて、前記払拭体を前記第１の棒状部材及び第２の棒状部材に保持させる
　　ことを特徴とするハンディモップ。
【請求項２】
　　第１の棒状部材と第２の棒状部材が対向する面は、第１の棒状部材の第１の面と第２
の棒状部材の第１の面であり、
　　受入部の部材を介して前記第１の張り出し部材に接触する第１の棒状部材の部位は、
前記第１の棒状部材の第１の面より突出する第１の凸部であり、
　　受入部の部材を介して前記第２の張り出し部材に接触する第２の棒状部材の部位は、
前記第２の棒状部材の第１の面より突出する第２の凸部である
　　ことを特徴とする請求項１記載のハンディモップ。
【請求項３】
　　回動部材は、ヒンジ部により本体に接続され、
　　前記回動部材と前記ヒンジ部と前記本体は、同一の合成樹脂で形成され、
　　前記回動部材の前記ヒンジ部に近い側の端部に突起が設けられ、
　　受入部に第１の棒状部材と第２の棒状部材を入れた状態で、前記回動部材を第１の棒
状部材と第２の棒状部材の間に向かって回動させ、第１の張り出し部材と第２の張り出し
部材により、前記受入部の部材を介して前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間を
押し広げ、前記第１の張り出し部材と前記第１の棒状部材、前記第２の張り出し部材と前
記第２の棒状部材により、それぞれ前記受入部の部材を挟持させると共に、前記突起が払
拭体に食い込む
　　ことを特徴とする請求項１記載のハンディモップ。
【請求項４】
　　塵や埃等の汚れを拭き取るための払拭体と、
　　手で握る握り部を有する本体と、
　　この本体に設けられる棒状の第１の棒状部材と、
　　この第１の棒状部材に間隔を有して沿うと共に、前記本体に設けられる棒状の第２の
棒状部材と、
　　前記払拭体に設けられ、前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の差し込みを受け
れる受入口を有する受入部と、
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　　前記本体に回動自在に支持される回動部材と、
　　この回動部材に設けられ、前記回動部材の前記第１の棒状部材の側に張り出す第１の
張り出し部材と、
　　前記回動部材に設けられ、前記回動部材の前記第２の棒状部材の側に張り出す第２の
張り出し部材とを有し、
　　前記回動部材の前記本体の取付部位は、前記第１の棒状部材の前記本体の取付部位と
前記第２の棒状部材の前記本体の取付部位との間に位置したハンディモップであって、
　　前記受入口に前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材を入れた状態で、前記回動部
材を前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間に向かって回動させ、前記第１の張り
出し部材と前記第２の張り出し部材により、前記受入部の部材を介して前記第１の棒状部
材と前記第２の棒状部材の間を押し広げ、前記第１の張り出し部材と前記第１の棒状部材
、前記第２の張り出し部材と前記第２の棒状部材により、それぞれ前記受入部の部材を挟
持させて、前記払拭体を前記第１の棒状部材及び第２の棒状部材に保持させる
　　ことを特徴とするハンディモップの払拭体の保持方法。
【請求項５】
　　手で握る握り部を有する本体と、
　　この本体に設けられ、払拭体の受入口に差し込む棒状の第１の棒状部材と、
　　この第１の棒状部材に間隔を有して沿うと共に、前記本体に設けられ、前記払拭体の
受入口に差し込む棒状の第２の棒状部材と、
　　前記本体に回動自在に支持された回動部材と、
　　この回動部材に設けられ、前記回動部材の前記第１の棒状部材の側に張り出す第１の
張り出し部材と、
　　前記回動部材に設けられ、前記回動部材の前記第２の棒状部材の側に張り出す第２の
張り出し部材とを有し、
　　前記回動部材の前記本体の取付部位は、前記第１の棒状部材の前記本体の取付部位と
前記第２の棒状部材の前記本体の取付部位との間に位置し、
　　前記回動部材を前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間に向かって回動させ、
前記第１の張り出し部材と前記第２の張り出し部材により、前記第１の棒状部材と前記第
２の棒状部材の間を押し広げるものである　　　　　　　　　　　 
　　ことを特徴とするハンディモップの柄。
【請求項６】
　　回動部材は、ヒンジ部により本体に接続され、
　　前記回動部材と前記ヒンジ部と前記本体は、同一の合成樹脂で形成され、
　　前記回動部材の前記ヒンジ部に近い側の端部に突起が設けられている
　　ことを特徴とする請求項５記載のハンディモップの柄。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　本発明は、ハンディモップ、ハンディモップの払拭体の保持方法及びハンディモップ
の柄に係り、特に、払拭体を握り部から使用中離脱しにくくして使用勝手を向上させたハ
ンディモップ、ハンディモップの払拭体の保持方法及びハンディモップの柄に関する。
【背景技術】
【０００２】
　　従来のハンディモップは、例えば、ゴミや埃を付着させるためのモップ本体と、この
モップ本体を取り付けるための把手とを備えたものであって、前記モップ本体は２本の平
行な取付け用の隙間を有し、前記把手は偏平で水平な２本の差込板を根元から二股状に有
する取付け部と、その取付け部の根元から後上方へ延びる把持部と、取付け部の根元から
２本の差込板の間に突き出る押さえ板と、押さえ板の先端を上向きに傾斜するとともに、
裏面に引っ掛け部分とで構成され、モップ本体の取付け用の隙間に把手の取付け部におけ
る差込板を挿入し、モップ本体を二股状に有する取付け部と押さえ板とで挟持し、押さえ
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板の裏面の引っ掛け部分によりモップ本体を把手に保持させるようにしている（例えば、
特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２３０５７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　　ところが、上記ハンディモップにあっては、モップ本体を二股状に有する取付け部と
押さえ板とで挟持し、押さえ板の裏面の引っ掛け部分によりモップ本体を保持していても
、使用中、把手かモップ本体が離脱し使用勝手が良好でないという問題点が生じた。
【０００５】
　　本発明は、前記問題点を考慮したなされたハンディモップ、ハンディモップの払拭体
の保持方法及びハンディモップの柄を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　　請求項１記載のハンディモップは、塵や埃等の汚れを拭き取るための払拭体と、手で
握る握り部を有する本体と、この本体に設けられる棒状の第１の棒状部材と、この第１の
棒状部材に間隔を有して沿うと共に、前記本体に設けられる棒状の第２の棒状部材と、前
記払拭体に設けられ、前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の差し込みを受けれる受
入口を有する受入部と、前記本体に回動自在に支持される回動部材と、この回動部材に設
けられ、前記回動部材の前記第１の棒状部材の側に張り出す第１の張り出し部材と、前記
回動部材に設けられ、前記回動部材の前記第２の棒状部材の側に張り出す第２の張り出し
部材とを有し、前記回動部材の前記本体の取付部位は、前記第１の棒状部材の前記本体の
取付部位と前記第２の棒状部材の前記本体の取付部位との間に位置し、前記受入口に前記
第１の棒状部材と前記第２の棒状部材を入れた状態で、前記回動部材を前記第１の棒状部
材と前記第２の棒状部材の間に向かって回動させ、前記第１の張り出し部材と前記第２の
張り出し部材により、前記受入部の部材を介して前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部
材の間を押し広げ、前記第１の張り出し部材と前記第１の棒状部材、前記第２の張り出し
部材と前記第２の棒状部材により、それぞれ前記受入部の部材を挟持させて、前記払拭体
を前記第１の棒状部材及び第２の棒状部材に保持させるものである。
【０００７】
　　また、請求項２記載のハンディモップは、請求項１記載のハンディモップにおいて、
第１の棒状部材と第２の棒状部材が対向する面は、第１の棒状部材の第１の面と第２の棒
状部材の第１の面であり、受入部の部材を介して前記第１の張り出し部材に接触する第１
の棒状部材の部位は、前記第１の棒状部材の第１の面より突出する第１の凸部であり、受
入部の部材を介して前記第２の張り出し部材に接触する第２の棒状部材の部位は、前記第
２の棒状部材の第１の面より突出する第２の凸部である。
【０００８】
　　また、請求項３記載のハンディモップは、請求項１記載のハンディモップにおいて、
回動部材は、ヒンジ部により本体に接続され、前記回動部材と前記ヒンジ部と前記本体は
、同一の合成樹脂で形成され、前記回動部材の前記ヒンジ部に近い側の端部に突起が設け
られ、受入部に第１の棒状部材と第２の棒状部材を入れた状態で、前記回動部材を第１の
棒状部材と第２の棒状部材の間に向かって回動させ、第１の張り出し部材と第２の張り出
し部材により、前記受入部の部材を介して前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間
を押し広げ、前記第１の張り出し部材と前記第１の棒状部材、前記第２の張り出し部材と
前記第２の棒状部材により、それぞれ前記受入部の部材を挟持させると共に、前記突起が
払拭体に食い込むものである。
【０００９】
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　　また、請求項４記載のハンディモップの払拭体の保持方法は、塵や埃等の汚れを拭き
取るための払拭体と、手で握る握り部を有する本体と、この本体に設けられる棒状の第１
の棒状部材と、この第１の棒状部材に間隔を有して沿うと共に、前記本体に設けられる棒
状の第２の棒状部材と、前記払拭体に設けられ、前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部
材の差し込みを受けれる受入口を有する受入部と、前記本体に回動自在に支持される回動
部材と、この回動部材に設けられ、前記回動部材の前記第１の棒状部材の側に張り出す第
１の張り出し部材と、前記回動部材に設けられ、前記回動部材の前記第２の棒状部材の側
に張り出す第２の張り出し部材とを有し、前記回動部材の前記本体の取付部位は、前記第
１の棒状部材の前記本体の取付部位と前記第２の棒状部材の前記本体の取付部位との間に
位置したハンディモップであって、前記受入口に前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部
材を入れた状態で、前記回動部材を前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間に向か
って回動させ、前記第１の張り出し部材と前記第２の張り出し部材により、前記受入部の
部材を介して前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間を押し広げ、前記第１の張り
出し部材と前記第１の棒状部材、前記第２の張り出し部材と前記第２の棒状部材により、
それぞれ前記受入部の部材を挟持させて、前記払拭体を前記第１の棒状部材及び第２の棒
状部材に保持させるものである。
【００１０】
　　また、請求項５記載のハンディモップの柄は、手で握る握り部を有する本体と、この
本体に設けられ、払拭体の受入口に差し込む棒状の第１の棒状部材と、この第１の棒状部
材に間隔を有して沿うと共に、前記本体に設けられ、前記払拭体の受入口に差し込む棒状
の第２の棒状部材と、前記本体に回動自在に支持された回動部材と、この回動部材に設け
られ、前記回動部材の前記第１の棒状部材の側に張り出す第１の張り出し部材と、前記回
動部材に設けられ、前記回動部材の前記第２の棒状部材の側に張り出す第２の張り出し部
材とを有し、前記回動部材の前記本体の取付部位は、前記第１の棒状部材の前記本体の取
付部位と前記第２の棒状部材の前記本体の取付部位との間に位置し、前記回動部材を前記
第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間に向かって回動させ、前記第１の張り出し部材
と前記第２の張り出し部材により、前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間を押し
広げるものである。
【００１１】
　　また、請求項６記載のハンディモップの柄は、請求項５記載のハンディモップの柄に
おいて、回動部材は、ヒンジ部により本体に接続され、前記回動部材と前記ヒンジ部と前
記本体は、同一の合成樹脂で形成され、前記回動部材の前記ヒンジ部に近い側の端部に突
起が設けられているものである。
【発明の効果】
【００１２】
　　請求項１記載のハンディモップによれば、払拭体の受入口に第１の棒状部材と第２の
棒状部材を入れた状態で、回動部材を前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間に向
かって回動させ、第１の張り出し部材と第２の張り出し部材により、前記受入部の部材を
介して前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間を押し広げ、前記第１の張り出し部
材と前記第１の棒状部材、前記第２の張り出し部材と前記第２の棒状部材により、それぞ
れ前記受入部の部材を挟持させて、前記払拭体を前記第１の棒状部材及び第２の棒状部材
に保持させるため、第１の棒状部材と第２の棒状部材が元に戻ろうとする弾性力を利用し
て、払拭体が使用中第１の棒状部材及び第２の棒状部材から離脱しにくく、使用勝手を向
上させることができる。
【００１３】
　　また、請求項２記載のハンディモップによれば、上述した請求項１記載の発明の効果
に加え、受入部の部材を介して第１の張り出し部材に接触する第１の棒状部材の部位は、
前記第１の棒状部材の第１の面より突出する第１の凸部であり、受入部の部材を介して第
２の張り出し部材に接触する第２の棒状部材の部位は、前記第２の棒状部材の第１の面よ
り突出する第２の凸部であるため、突出する凸部の分、第１の棒状部材及び第２の棒状部
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材の材料費を安く抑えることができる。
【００１４】
　　また、請求項３記載のハンディモップによれば、上述した請求項１記載の発明の効果
に加え、回動部材を介して払拭体を本体に装着した場合、回動部材の突起が払拭体の受入
部の部材に食い込むため、払拭体が使用中本体からより離脱しにくく、使用勝手を向上さ
せることができる。
【００１５】
　　また、請求項４記載のハンディモップの払拭体の保持方法によれば、払拭体の受入口
に第１の棒状部材と第２の棒状部材を入れた状態で、回動部材を前記第１の棒状部材と前
記第２の棒状部材の間に向かって回動させ、第１の張り出し部材と第２の張り出し部材に
より、前記受入部の部材を介して前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間を押し広
げ、前記第１の張り出し部材と前記第１の棒状部材、前記第２の張り出し部材と前記第２
の棒状部材により、それぞれ前記受入部の部材を挟持させて、前記払拭体を前記第１の棒
状部材及び第２の棒状部材に保持させるため、第１の棒状部材と第２の棒状部材が元に戻
ろうとする弾性力を利用して、払拭体が使用中第１の棒状部材及び第２の棒状部材から離
脱しにくく、使用勝手を向上させることができる。
【００１６】
　　また、請求項５記載のハンディモップの柄によれば、払拭体の受入口に第１の棒状部
材と第２の棒状部材を入れた状態で、回動部材を前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部
材の間に向かって回動させ、第１の張り出し部材と第２の張り出し部材により、前記受入
部の部材を介して前記第１の棒状部材と前記第２の棒状部材の間を押し広げ、前記第１の
張り出し部材と前記第１の棒状部材、前記第２の張り出し部材と前記第２の棒状部材によ
り、それぞれ前記受入部の部材を挟持させて、前記払拭体を前記第１の棒状部材及び第２
の棒状部材に保持させるため、第１の棒状部材と第２の棒状部材が元に戻ろうとする弾性
力を利用して、払拭体が使用中第１の棒状部材及び第２の棒状部材から離脱しにくく、使
用勝手を向上させることができる。
【００１７】
　　また、請求項６記載のハンディモップの柄によれば、上述した請求項５記載の発明の
効果に加え、回動部材を介して払拭体を本体に装着した場合、回動部材の突起が払拭体の
受入部の部材に食い込むため、払拭体が使用中本体からより離脱しにくく、使用勝手を向
上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本発明の一実施例のハンディモップの概略的平面図である。
【図２】図２は、図１の概略的正面図である。
【図３】図３は、図１のハンディモップの柄の概略的一部平面図である。
【図４】図４は、図３のハンディモップの柄の概略的一部正断面図である。
【図５】図５は、図３の回動部材を第１の棒状部材と第２の棒状部材との間に回動させ、
第１の張り出し部材を第１の棒状部材の対向面より突出する凸部に、第２の張り出し部材
を第２の棒状部材の対向面より突出する凸部に、それぞれ係合させた状態の概略的平面図
である。
【図６】図６は、図１の払拭体の概略的平面図である。
【図７】図７は、図６の７－７線による概略的断面図である。
【図８】図８は、図６の８－８線による概略的断面図である。
【図９】図９は、図３のハンディモップの柄を図６の払拭体に差し込む状態の概略的斜視
図である。
【図１０】図１０は、図９のハンディモップの柄を払拭体に差し込んだ状態の概略的一部
正断面図である。
【図１１】図１１は、図１０の概略的平面図である。
【図１２】図１２は、図１０の回動部材を第１の棒状部材と第２の棒状部材との間に回動
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させ、第１の張り出し部材を第１の棒状部材の対向面より突出する凸部に、第２の張り出
し部材を第２の棒状部材の対向面より突出する凸部に、それぞれ係合させた状態の概略的
一部正断面図である。
【図１３】図１３は、図１２の概略的平面図である。
【図１４】図１４は、図１３の１４－１４線による概略的断面図である。
【図１５】図１５は、図１３の１５－１５線による概略的断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　　本発明の一実施例のハンディモップ、ハンディモップの払拭体の保持方法及びハンデ
ィモップの柄を図面（図１乃至図１５）を参照して説明する。　
　　図１及び図２に示すＨはハンディモップで、ハンディモップＨは、払拭体１と、この
払拭体１を支持するハンディモップの柄１０とから、概略的に構成されている。
【００２０】
　　払拭体１は、塵や埃等の汚れを拭き取るためのもので、後述する第１の棒状部材１２
と第２の棒状部材１３の差し込みを受けれる受入口１ａを有する受入部の部材１ａ１に、
例えば、短繊維を撚って形成した細い紡績糸を複数本撚り合わせて得られる太いモップ糸
を複数本房状に取り付けたもの、又は、毛羽立った合成樹脂製の不織布を束ねられたもの
等を取り付けて形成する。
　　なお、受入部の部材１ａ１は、袋状に形成され、表側部材と裏側部材とを略中央の長
手方向に沿って溶着等して結合している。溶着等により結合されている部位は、図６及び
図８に示すＸである。
【００２１】
　　ハンディモップの柄１０は、例えば、ＡＢＳ樹脂、ＰＰ樹脂などの合成樹脂で後述す
る第１の棒状部材１２、第２の棒状部材１３及び回動部材１４等と共に、一体成形され、
手で握る握り部を有する本体１１と、この本体１１に設けられ（例えば、本体１１に一体
的に設けられ）、払拭体１の受入部１ａに差し込む長手方向に長い棒状の第１の棒状部材
１２と、この第１の棒状部材１２に間隔を有して沿うと共に、本体１１に設けられ（例え
ば、本体１１に一体的に設けられ）、払拭体１の受入部１ａに差し込む長手方向に長い棒
状の第２の棒状部材１３と、本体１１に回動自在に支持された回動部材１４と、この回動
部材１４に設けられ、回動部材１４の第１の棒状部材１２の側に張り出す第１の張り出し
部材１５と、回動部材１４に設けられ、回動部材１４の第２の棒状部材１３の側に張り出
す第２の張り出し部材１６とを有している。
　　そして、図３に示すように、回動部材１４の本体１１の取付部位Ａは、第１の棒状部
材１２の本体１１の取付部位Ｂと第２の棒状部材１３の本体１１の取付部位Ｃとの間に位
置している。
　　また、図４に示すように、回動部材１４のヒンジ部ｈに近い側の端部に突起１４Ａが
設けられている。
　　なお、第１の棒状部材１２と第２の棒状部材１３が対向する面は、図３及び図１３に
示すように、第１の棒状部材１２の第１の面１２Ａと第２の棒状部材１３の第１の面１３
Ａであり、また、図１４に示すように、受入部の部材１ａ１を介して第１の張り出し部材
１５に接触する第１の棒状部材１２の部位は、第１の棒状部材１２の第１の面１２Ａより
突出する第１の凸１２Ａ１であり、また、受入部の部材１ａ１を介して第２の張り出し部
材１６に接触する第２の棒状部材１３の部位は、第２の棒状部材１３の第１の面１３Ａよ
り突出する第２の凸部１３Ａ１である。突出する第１の凸１２Ａ１、第２の凸部１３Ａ１
の分、第１の棒状部材１２及び第２の棒状部材１３の材料費を安く抑えることができる。
　　なお、場合により、第１の凸部１２Ａ１を第１の張り出し部材１２の第１の面１２Ａ
と同面、第２の凸部１３Ａ１を第２の張り出し部材１３の第１の面１３Ａと同面、として
も良い。
【００２２】
　　従って、図９に示すように、払拭体１の受入部１ａに第１の棒状部材１２と第２の棒
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図１０及び図１１参照）で、回動部材１４を第１の棒状部材１２と第２の棒状部材１３の
間に向かって回動させ（図１０に示す矢印方向に回動）、第１の張り出し部材１５と第２
の張り出し部材１６により、受入部の部材１ａ１を介して第１の棒状部材１２と第２の棒
状部材１３の間を押し広げ、第１の張り出し部材１５と第１の棒状部材１２、第２の張り
出し部材１６と第２の棒状部材１３により、それぞれ受入部の部材１ａ１を挟持させて、
払拭体１を第１の棒状部材１２及び第２の棒状部材１３に保持させることができる（図１
２乃至図１４参照）。
　　また、図１２及び図１５に示すように、回動部材１４の突起１４Aが払拭体１の受入
部の部材１ａ１に食い込むため、払拭体１が使用中本体１１からより離脱しにくく、使用
勝手を向上させることができる。
【００２３】
　　その結果、上述のハンディモップＨ（ハンディモップの払拭体の保持方法）によれば
、払拭体１の受入口１ａに第１の棒状部材１２と第２の棒状部材１３を入れた状態で、回
動部材１４を第１の棒状部材１２と第２の棒状部材１３の間に向かって回動させ、第１の
張り出し部材１５と第２の張り出し部材１６により、受入部の部材１ａ１を介して第１の
棒状部材１２と第２の棒状部材１３の間を押し広げ、第１の張り出し部材１５と第１の棒
状部材１２、第２の張り出し部材１６と第２の棒状部材１３により、それぞれ受入部の部
材１ａ１を挟持させて、払拭体１を第１の棒状部材１２及び第２の棒状部材１３に保持さ
せるため、第１の棒状部材１２と第２の棒状部材１３が元に戻ろうとする弾性力を利用し
て、払拭体１が使用中第１の棒状部材１２及び第２の棒状部材１３から離脱しにくく、使
用勝手を向上させることができる。
【符号の説明】
【００２４】
　　　Ｈ　　　ハンディモップ
　　　１　　　払拭体
　　　１ａ　　受入口
　　　１ａ１　受入部の部材
　　　１１　　本体
　　　１２　　第１の棒状部材
　　　１３　　第２の棒状部材
　　　１４　　回動部材
　　　１５　　第１の張り出し部材
　　　１６　　第２の張り出し部材
　　　Ａ　　　取付部位
　　　Ｂ　　　取付部位
　　　Ｃ　　　取付部位
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